
パ、， ・・
"'1 ' 

i I 〆'" ，~' ，f 〆 d

F大

• 1
 

、，

兎乏

"t • 

. 

定
七
年
三
月

A

三
十
一
日

者B
和

‘ ‘， 

， ， 

、

s
 

ur 

z
z
 

同

l
u
 

圃
吋
i

h 

f 

， 

、

• 

4
 

ミ

事 E

E 

帝
聞
大
串
究
科
犬
態
勢
古
事
一研
究
報
告
阻雪

{
河
内
閣
府
石
器
時
代
遺
跡
後
堀
田報
告
等
}

r 

， 

A 

園
田
、~

• 

'
 

I

d

 
，
 

.

、

開

岨

r

J

'

 

A

圃

，"臥

. 
町E圃，

L 

F 

d
 

且司

.，
 

q
 

F
 

F 

~i I 固 J

、
加J

t‘ 

む



一
、
河
内
図
府
石
器
時
代
遺
跡
後
掘
報
告
:
・

-
i
z
-
-
-
z
i
-
-
-
積

田

耕

作

一
、
河
内
園
南
高
安
及
び
喜
志
石
器
時
代
遺
跡
調
査
:
・
・
:
(
麟
服
妹
蹴

一
、
河
内
園
府
肥
後
轟
等
に
て
球
環
掘
ぜ
る
人
骨
に
就
て

報
じ
併
ぜ
て
石
器
時
代
の
住
民
に
及
ぶ
・
:
・・
・
:
:
喜
博
士
鈴
木
文
太
郎

京
都
帝
国
大
皐
文
科
大
串

考

古

皐

研

究

報

告

第

二

珊



序

本

冊

は

大

正

六

年

六

月

河

内

園

南

河

内

郡

道

明

寺

村

大

字

園

府

に

於

け

る

石

器

時

代

遺

跡

の

調

査

接

掘

の
結
果
を
記
述
せ
る
も
の
に
し
て
、
な
ほ
此
の
遺
跡
を
距
る
こ
さ
遠
か
ら
ざ
る
同
圏
中
河
内
郡
南
高
安
村
及

南

河

内

郡

喜

志

村

の

石

器

時

代

遺

跡

に

関

す

る

踏

査

の

概

況

を

附

載

し

た

b
。
蓋
し
此
等
の
遺
跡
は
其
の
性

質

に

於

い

て

前

者

さ

頗

る

密

接

な

る

関

係

を

有

す

る

も

の

あ

れ

ば

な

h
y
.

余
輩
は
此
の
俊
掘
調
査
に
閲
し
て
本
山
彦
一
君
、
踊
原
潜
次
郎
君
が
嘗
初
よ
り
各
種

の

助

力

さ

厚

意

を

奥

へ
ら
れ
た
る
を
戚
謝
し
.
又
た
本
華
文
科
大
事
講
師
文
事
博
士
喜
田
貞
吉
君
、
同
教
授
文
串
博
士
内
田
銀
誠
君

同
教
授
理
事
博
士
小
川
琢
治
君
が
一
公
私
砂
か
ら
ぎ
る
援
助
を
輿
へ
ら
れ
、
賓
地
の
踏
査
視
察
の
勢
を
客
ま
れ

ぎ
り
し
を
戚
謝
す
。
殊
じ
又
た
人
骨
の
調
査
に
閲
し
て
は
、
本
事
醤
科
大
事
敬
授
醤
皐
博
士
鈴
木
文
太
郎
君
、
同

墜
事
博
士
足
立
文
太
郎
君
が
自
ら
園
府
村
に
出
張
し
て
.
英
の
勢
を
分
た
れ
た
る
の
み
な
ら
子
、
鈴
木
数
授
は

某
の
多
忙
な
る
時
聞
を
人
骨
の
整
理
友
研
究
に
割
か
れ
‘
此
の
報
告
書
出
版
に
際
し
て
は
‘
其
の
研
究
調
査
の

一
端
を
寄
稿
せ
ら
れ
し
厚
意
に
向
っ
て
多
大
の
謝
意
を
表
せ
ざ
る
を
得
示
。
但
し
同
博
士
の
意
見
事
設
は
固

よ

り

吾

人

の

私

見

さ

は

濁

立

の

も

の

に

L
て
、
互
に
何
等
の
束
縛
を
有
せ
ぎ
る
は
云
ふ
迄
も
な
し
@
又
た
接
見

の
獣
骨
に
関
し
て
は
、
第
三
高
等
事
校
教
授
宍
戸
一
郎
氏
の
鑑
定
を
煩
は
し
た
る
は
ι
同

氏

仁

劃

し

て

深

く

戚

謝

す

る

所

な

り

此

の

費

掘

調

査

に

閲

し

て

吾

人

は

更

に

道

明

寺

土

師

紳

赴

司

南

坊

城

良

典

君

及

大

阪

毎

日

新

聞

赴

員

岩

井
武
俊
君
が
各
種
の
便
宜
を
輿
へ
ら
れ
し
を
感
謝
す
る
さ
共
に
、
田
津
金
吾
君
が
吾
人
の
婦
に
臆
じ
て
始
終

F茅

言



序

言

接
掘
の
事
業
に
携
は
れ
た
る
を
銘
記
せ
ぎ
る
を
得
予
.
又
た
本
教
室
助
手
島
田
貞
彦
君
及
致
務
購
托
梅
原
末

治
君
は
費
掘
調
査
さ
本
書
出
版
に
関
し
て
常
に
其
の
助
力
を
傾
倒
せ
ら
れ
‘
殊
仁
梅
原
君
は
余
の
報
告
中
*

貼
を
附
し
た
る
各
項
を
執
筆
せ
ら
れ
し
を
戚
謝
す
。
叉
た
本
報
告
書
は
主
さ
し
て
我
園
事
界
に
貢
献
す
る
の

意
を
以
て
成
り
し
も
の
に
し
て
、
第
一
冊
に
は
車
に
目
次
の
類
を
英
課
し
て
附
載
せ
る
じ
過
ぎ
ぎ
り
し
が
A
其

の
後
ぺ
ト

y
I
敬

授

等

の

熱

心

な

る

悠

憩

あ

b.47
ま
其
の
梗
概
を
罪
し
て
巻
末
仁
附
す
る
こ
芝
、
せ
り
.
之

に

閲

し

て

は

本

事

講

師

グ

ラ

1

ク
君
の
懇
切
な
る
校
闘
を
経
た
る
も
の
あ
り
.
蕊
仁
戚
謝
の
意
を
表
す
.

挿
入
の
固
版
は
多
く
桑
名
文
星
堂
の
撮
影
調
製
す
る
所
に
し
て
.
其
の
壷
力
構
意
の
砂
か
ら
ざ

b
し

を

喜

ぷ
。
叉
た
人
骨
の
寓
異
は
鈴
木
教
授
の
手
寓
に
係
る
も
の
よ
り
之
を
復
窺
し
、
な
ほ

∞一『』
o
y口
開

gan--〉
去
一
自
己

々

園

版

目

究

の

下

じ

記

し

て

印
円
。
ロ
何
回
ヨ
勺
一
向
日

g
g
o『
の
2
E
F
F
E
中
よ
り
其
の
園
を
輔
載
せ
る
も
の
あ
り
二

負
ふ
所
を
明
に
す
。
其
他
の
園
面
は
悉
く
著
者
及
梅
原
‘
島
田
雨
君
の
手
に
成
り
た
る
も
の
な
り
。

大

正

七

年

三

月

文

科

大

事

教

授

演

田

耕

作



日

次

河

内

閣

閤

府

石

器

時

代

遺

跡

愛

掘

報

告

第

出早

第'第

節

第

二

章
第後

第
二
節

第

三

章
第発

信
用
二
節

第

三

節

第

四

節

第

四

章

文
科
大
事
数
授

文
事
士

回

耕

演

序

論

節

遺
跡
費
見
の
由
来
さ
稜
掘
の
動
機

接
掘
地
の
選
定
さ
後
掘
前
の
賦
態
:
:
;
:
:
:
・
j
i
-
-
-
j
i
-
-
:
:
:

愛

掘
・
:
:
:
:

節

A

地
結
に
於
け
る
費
掘
の
経
過
:

B

地
勤
じ
於
け
る
接
掘
の
経
過
:
・
・
-
j
i
-
-
-

遺

物

節

石

器

土

器

土
器
(
二
)
:
:
・
:
・
・

人
骨
附
獣
骨
・

後

論

目

次

作

一貫四-と七九
一占ハ

二
O

-ZA 



第第

二

節

第

三

節

自

次

四

節

大

形

組

石

器

に

就

き

て

土
器

の

系

統

園
府
接
見
の
人
骨
さ
人
種
問
題
:
:
・

河
内
閣
南
高
安
及
び
喜
志
石
器
時
代
遺
跡
調
査

第

章
第第

二

節

第

三

節

第

二

章
第第

二

節

文
科
次
皐
数
務
鳴
托

梅

原

末

文

科

大

事

助

手

島

田

貞

節

南
高
安
の
遺
跡
:
:
・
・

遺
跡
の
斌
態
・

石

器

土

器

喜
τ~ 

の

遺

跡、

節

遺 j立
跡

の
扶
態

物

河
内
閣
府
肥
後
轟
等
に
て
愛
掘
せ
る
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骨
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い
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報
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併
せ
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石
器
時
代
の
住
民
に
及
川
ふ

聾
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串
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授

醤
畢
間
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聾
聞
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土

鈴

木

文

太

郎

二
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四

治彦
五。五

O 
五五

五
五.
入

主
入

五
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占
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容第第第第第第第第第第

園

版

目

次

首

園
府
村
及
高
安
村
附
近
地
園

陰
地
測
量
都

高
分

地
形
闘
縮
潟
分
載

委
参

五雲

国
府
村
遺
跡
地
を
東
北
方
よ

b
望
む
・
・
:

園
府
村
遺
跡
接
掘
地
略
国

島
岡

田
海
製
図

五

七

九

国
府
村
遺
跡
南
地
貼
盛
掘
直
域
平
面
及
断
面
圃
(
貧
測
)
・
:

四

)
 

官

E
A(
 

園
府
村
接
掘
地
全
景

-. . . . . . . . . . . . . . . . . . . 
. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 
. . . . . . . . . . . 
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(2) 

A 

t畠

動

費

掘
後

の
光

景

(3) 

B

地
ふ
却
費
掘
中
の
光
景
:

園
府
村

B

地
貼
西
側
人
骨
の
接
掘
・
:
j
i
-
-
:
:
:

五

(2) (1) 

同
上
東
側
人
骨
の
就
寝
掘

(3) 

同
上
費
掘
の
完
成
:
:
:

--L. 
f、

国
府
村
A

B

南
地
賠
接
見
石
器
:
・
:
:
:
:
・

七

園

府
村
B 

I也

貼

葎

見

石
器

入

園

府

村
A 

地

賠

接
見

土

器

九

園

府

村
A 

地

結
後

見

土
器

十

間

府

村
B 

t也

知

接

見

土
器

図

版

目

次

五

五
七
‘
九五入九。。。

一
七
二
八入七



第

十

第

十

第

十

三

第

十

四

第

十

五

第

十

六

第

十

七

第

十

八

第

十

九

第

二

十

第
二
十
一

第
二
十
二

第
二
十
三

第
二
十
四

同

E反

日

次

~ ，、

園
府
村

B

地

勤

費

見

土

器

:

閤

府

村
B 

t也

貼

接
見

土

器

園

府

村
B 

地

貼

費

見

土
器

園
府
村

B

地
勅
接
見
土
器

園
府
村

B
e
地
貼
費
見
土
器
:
・

(1) 

園
府
村
Hn

地
黙
費
見
曲
玉
形

間
同
上
管
玉

川
門
帯
金
蓋
杯

一
四
、
:
ハ

(4) 

向
上

A

B
雨
地
結
費
見
古
克
断
片
・

(3) 

国
府
村

B

地
貼
東
側
人
骨
下
鰐
骨
園
府
村

B

地
貼
東
側
人
骨
-
:
;
:

山
内
'
接
見
向
向
上
西
側
下
鰐
骨

南
高
安
村
字
恩
智
費
見
石
器

五
二
・
五
三

)
 

唱

-a
，，t
，、

南
高
安
村
字
恩
智
費
見
石
器
j
i
-
-
:
・

九九

一
七
、
一
入ニ

O
こ
0。五

(2) 

同

上
接
見

土

器

五
五
、
五
六
、
五
七

五
五

南

高

安

村

字

思

智

接

見

土

器

;

南
高
安
村
字
思
智
接
見
土
器
;
・
・

南
高
安
村
字
思
智
接
見
土
器
:
・

;-ja--:
・j
i
-
-
:
:
:
・:・
j
i
-
-
:
:
:
:
;
:
:
-
j
i
-
-
五
六
、
五
七

五
六
、
五
七

喜
τk 
a也、

村

宇

吾号

τ量2
.1日

差是

見

石

君主

五
五
、
五
六
、
五
七

五
九

南
高
安
村
宇
思
智
費
見
土
器
:
・

:
-
j
a
-
-



第

挿

日

次

国

第
二
園
川
ノ
闘
府
村

B

地
黙
接
見
縄
紋
土
器
形
式
園
:
・
:
・

固

園
府
村
接
見
石
庖
丁
園
(
京
都
文
科
大
空
繊
)
:
・

第

二

国

第

三

国

第

四

国

第

五

固

第

六

固

第

七

国

第

入

園

第

九

園

第

十

周

第
十
一
園

第
十
二
園

園
府
村

A

B
爾

地

貼

費

見

土

器

形

式

闘

:
:
j
i
-
-
-
:
-
J
i
-
-
:
・;
:
-
f
i
-
-
j
a
-
--it--
・:艶

園
府
村
接
掘
及
南
高
安
村
接
見
土
器
模
様
園
拓
本
:
・

;

園
府
村
接
見
大
形
石
器
二
)
・
:
:

•••••.•

•• 
守・

・・・
・・
・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

-・・・刑制

園
府
村
登
見
大
形
石
器
(
二
)
・

悌
園
プ
レ
ジ
ニ

1

費
見
石
器
残
石
(
エ
グ
ア
ア
ス
民
)
・
・
・

南
高
安
村
恩
智
費
見
土
器
形
式
園
:
:
:

:
艶

各

地

後

見

磨

製

石

斧

園

図
府
村

B
地

貼

費

見

大

腿

骨

韓

中

央

断

面

園

(鈴
木
博
士
)・
;
'

園

府

村

B

地

貼

後

見

腔

骨

鰻

中

央

断

面

圃

(鈴
木
柳
士
)
:・

肥

後

轟

貝

塚

及

備

中

津

雲

貝

塚

接

見

頭

骨

(鈴
木
博
士
)
:
'
j
i
-
-
・:
j
i
-
-
-
j
i
-
-
・
:
:
:
:
封

肥

後

轟

貝

塚

及

備

中

津

雲

貝

塚

接

見

頭

骨

正

中

匡

線

(鈴
木
博
士

7

f市

目

次

回

七

三頁

望雪重苦

五
六

五
回

ム
ノ、

_'-
ノ、六

回
六
四
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愛

行
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刷
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寓
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皐
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下
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